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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 本日14:00から六角堂祭が行われる。通所リハビリテーション室に残り番2名を残し、勤務者は全員出席のすること。メンバー参加者はデイケアから中居松男様、デイナイトケアから稲垣ふき様、

大野友章様に参加していただく。

・ 本日18:00から春の会が行なわれるので、ネームプレートを忘れずに持参すること。

＜利用者様情報＞

・大下良悦様～本日、通所時間になっても通所されず、弟様の携帯電話に連絡するがつながらない。

　　　　　　　　本人様11時過ぎに来所されている。来所時の様子は、左目下にばんそうこう貼られ、左目充血されている。左目下のばんそうこうに関しては、「昨日、階段から落ちて切った」と本人話している。表情の硬さあり、同じ動作を不必要に何度も繰り返す事見られている。「貯金はもうやめました。やっても意味が無いので。2ヶ月前から将来の事を考えなくなりました。いつ死んでもいいと思ってます」「入院したいと思いますけど、お金かかるし、服を持ってないから買わなくちゃいけないし」と話されている。

昼に弟様よりデイケアに電話があり、「今日は母の日赤受診で本人と同じ時間に自宅を出た。自宅での様子は家の中でお金などを探している行動があり、家の中をぐちゃぐちゃにしている。そのため家族から連絡がない限り、16：00までデイケアを利用させてほしい。デイケアにきちんと出席出来ているか確認したい。」と話されている。

スタッフが本人と面談。入院を勧める。本人から家族に入院したいと話していただく。家族に話すことが難しいようであればデイケアスタッフより家族に電話連絡し、来週の外来時に家族に同行受診していただく事を本人に説明し、了承を得ている。

＜定期通所困難者対応＞

・鈴木茂子様～先週から、デイケアを欠席するという電話連絡がなく、利用者様やデイケアスタッフがここ３日間、本人がパチンコ屋の前に並んでいるのを目撃している。

　　　　　　　対応としてデイケアの欠席が続いているので、来週26日（火）の外来受診時にデイケアスタッフが外来に行き、デイケアに来所できないのであれば退所していただくことを本人に話す。

　　　　　　　

＜ナイトケア事例検討＞

・前野義勝様～現在の問題点として生活リズムが乱れており何事に対してもやる気がなく、不平不満を話されている。最近ナイトケアスタッフに対し、「水曜日を休みにしてナイトケアのプログラムで学んだことを実践したい」と話されている。実践するのは土日ではできないか本人に話すと、「土日は自分のために使いたい」との事。

　　　　　　　対応として、本人とスタッフ面談を行い、ナイトケアの利用目的を再確認する。ナイトケアの通所については主治医より指示を伺うため、本人から主治医の安ヶ平先生に水曜日を休みにしたいことを外来受診日に話していただく。また、室長より、主治医・外来谷藤Ｎｓに今回の件を情報提供する。青明舎登録の為、青明舎とも連絡を取りながら様子をみる。




















































